
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

1
　
伊
達
藩
に
よ
る
新
田
開
発
と

　
　
新
た
な
水
源
の
確
保

　

伊
達
藩
は
、
北
上
川
、
江
合
川
、
迫
川
の
洪
水
や
氾
濫

を
減
ら
し
、
村
落
の
維
持
や
新
田
を
開
発
す
る
た
め
、
慶

弔
十
年
（
一
六
〇
五
）
か
ら
北
上
新
川
、
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
か
ら
三
川
合
流
（
北
上
川
・
迫
川
・
江
合
川
））

の
た
め
の
河
道
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
か
ら
石
巻
湾

へ
の
迂
回
河
道
と
旧
北
上
川
と
追
波
川
を
結
ぶ
河
道
の
開

削
工
事
を
行
っ
た
（
図
1
）。

　

元

和

二

年

（
一
六
一
六
）
江
合
川

と
北
上
川
を
合
流
し
、

旧
江
合
川
沿
い
の
河

南
・
矢
本
地
区
の
野
谷

地
等
約
二
、一
〇
〇
ha

の
新
田
開
発
を
進
め
た
。

新
た
な
水
源
と
し
て
、

寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

か
ら
四
年
を
か
け
、
広

渕
大
溜
池
（
貯
水
量

一
三
、八
九
四
千
㎥
）
を
造
成
し
た
（
図
2
）。
し
か
し
、

広
渕
大
溜
池
の
水
源
は
名
鰭
沼
で
、
そ
の
溜
水
を
排
除
し

な
い
と
湛
水
被
害
の
増
幅
や
新
田
開
発
等
が
困
難
な
上
流

地
域
と
深
刻
な
水
利
紛
争
が
発
生
し
た
。
こ
の
紛
争
は
、

大
正
期
に
県
営
用
排
水
事
業
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

河
南
二
期
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組　

東
北
支
店

今
井
　
浩
一

　
地
区
内
の
用
排
水
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
と

も
に
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
湛
水
被
害
の
解
消
や
大
規
模
地
震
に
備
え
た
施

設
の
改
修
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
早
期
着
工
を
望
む
河
南
二
期
地
区
に
つ
い
て
、
取
材
を

し
た
。

　
河
南
二
期
地
区
は
、
宮
城
県
北
東
部
太
平
洋
岸
に
位
置

し
、
北
は
旧
北
上
川
と
江
合
川
に
接
し
、
南
は
北
上
運
河
、

東
は
旧
北
上
川
よ
り
西
の
旭
川
丘
陵
地
に
至
る
、
石
巻
市

を
中
心
に
東
松
島
市
、
涌
谷
町
、
美
里
町
に
跨
が
る

四
、七
〇
〇
ha
余
り
の
水
田
地
帯
で
あ
る
。

図2　広渕大溜池の造成

図1　河川の切替・開削工事
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将来展望国営事業地区の

2
　
県
営
干
拓
・
用
排
水
改
良
事
業
の
実
施

⑴
　
県
営
広
渕
大
溜
池
干
拓
・
用
水
改
良
事
業

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
明
治
政
府
に
よ
る
北

上
川
と
追
波
湾
を
結
ぶ
河
道
開
削
工
事
が
開
始
さ
れ
、
大

正
中
期
に
は
工
事
が
進
捗
し
、
名
鰭
沼
の
排
水
条
件
が
改

善
さ
れ
、
ま
た
揚
水
ポ
ン
プ
の
技
術
が
進
歩
し
旧
北
上
川

か
ら
の
揚
水
が
検
討
可
能
と
な
っ
た
。

　

宮
城
県
は
、
広
渕
大
溜
池
（
水
面
積
七
〇
〇
ha
）
を
干

拓
（
大
正
十
〜
十
二
年
）
し
、
溜
池
掛
か
り
の
水
田

（
二
、三
〇
〇
ha
）
を
併
せ
三
、〇
〇
〇
ha
の
用
水
源
と
し

て
、旧
北
上
川
か
ら
ポ
ン
プ
揚
水
す
る
用
水
改
良
事
業（
大

正
十
〜
昭
和
三
年
）
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
名
鰭

沼
が
不
要
と
な
り
、
桃
生
・
遠
田
両
郡
の
対
立
を
生
む
根

本
原
因
が
解
消
さ
れ
た
。

⑵
　
県
営
遠
田
・
桃
生
・
牡
鹿
三
郡
用
排
水
改
良
事
業

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
宮
城
県
は
遠
田
郡
の
排

水
と
桃
生
郡
側
の
用
水
を
完
全
に
分
離
し
、
藩
政
以
来
の

両
郡
水
利
対
立
の
解
消
を
計
る
べ
く
、用
水
改
良
事
業（
和

渕
・
前
谷
地
揚
水
機
場
の
新
設
、
水
路
新
設
・
改
修
約

一
八
㎞
）、
及
び
排
水
改
良
事
業
（
出
来
川
七
㎞
、
青
木

川
五
・
五
㎞
、
鞍
坪
排
水
幹
線
九
・
三
㎞
）
の
改
修
に
着
手

し
た
。　

　

し
か
し
、
支
那
事
変
、
第
二
次
大
戦
に
阻
ま
れ
、
揚
水

ポ
ン
プ
や
出
来
川
の
新
明
治
水
門
等
は
完
成
し
た
が
中
途

半
端
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
用
水
改
良
は
「
国

営
河
南
農
業
水
利
事
業
」の
骨
格
と
な
り
、排
水
改
良
は「
国

営
定
川
農
業
水
利
事
業
」
に
引
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3
　
土
地
改
良
事
業
の
導
入

⑴
　
事
業
概
要

⑵
　
国
営
定
川
農
業
水
利
事
業
（
昭
和
二
十
六
〜
四
十
五
年
）

　

定
川
地
区
は
、
鳴
瀬
川
、
江
合
川
、
旧
北
上
川
の
三
河

川
に
挟
ま
れ
、
地
区
中
央
部
を
南
北
に
走
る
旭
川
丘
陵
地

を
境
と
し
て
上
下
流
（
東
西
）
に
二
分
さ
れ
た
排
水
不
良

の
耕
地
で
あ
る
。
西
部
地
区
の
排
水
は
、
一
度
降
雨
出
水

す
れ
ば
、
江
合
川
・
鳴
瀬
川
の
水
位
上
昇
に
伴
い
江
合
川

明
治
水
門
、
鞍
坪
隧
道
の
逆
水
門
扉
が
閉
鎖
さ
れ
、
西
部

地
区
の
湛
水
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
他
方
東
部
地
域
は
、

定
川
の
平
水
位
よ
り
低
い
地
域
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め

常
時
排
水
不
良
に
加
え
定
川
の
荒
廃
著
し
く
、
一
層
の
被

害
を
助
長
し
て
い
た
。

　

戦
後
の
食
糧
増
産
政
策
に
基
づ
き
、
抜
本
的
な
排
水
改

良
事
業
が
実
施
さ
れ
、
上
流
地
区
の
排
水
と
下
流
地
区
の

用
水
が
完
全
に
分
離
さ
れ
、
藩
政
以
来
の
上
下
流
の
水
利

対
立
が
解
消
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
営
河
南
地
区
の
約

六
割
は
、
排
水
不
良
地
帯
か
ら
脱
却
し
た
。

⑶
　
国
営
河
南
農
業
水
利
事
業
に
よ
る
水
系
総
合
計
画
の

実
施
（
昭
和
四
十
六
〜
五
十
六
年
度
）

　

県
営
遠
田
・
桃
生
・
牡
鹿
三
郡
用
排
水
改
良
事
業
に
よ

り
造
成
さ
れ
た
基
幹
用
水
施
設
は
、
老
朽
化
に
よ
る
容
量 図3　河南二期地区 事業計画

区　分 河南二期地区（今回事業） 河南地区（前歴事業） 定川地区（前歴事業）

関係地域

宮城県石巻市（旧石巻
市、旧河南町）、東松島
市（旧矢本町）、遠田郡
涌谷町、美里町（旧南郷
町）

同左

宮城県石巻市（旧河南町）、
大崎市（旧古川市）東松島
市（旧矢本町、旧鳴瀬町）、
遠田郡涌谷町、美里町（旧
南郷町、旧小牛田町）

受益面積
4,707ha
（水田4,707ha）

5,395ha
（水田5,395ha）

9,384ha
（排水改良9,384ha）

工　期 H28年度～H39年度 S46年度～S56年度 S26年度～S45年度

主要施設

揚水機場（改修）5ヶ所
排水機場
（統合新設、2ヶ所）
幹線用水路（改修、4路線、
L=17.4km）
排水路（改修、3路線
L=4.8km）
水管理施設（改修）1式

揚水機場（新設）5ヶ所
用排水機場（新設）1ヶ所
幹線用水路（新設、4路線、
L=18.5km）
排水路1路線（新設、
L=2.8km）
水管理施設（新設、1式）

青木川制水門　1ヶ所
排水機場　7ヶ所
揚水機場　1ヶ所
定川改修 L=11.46km
出来川改修 L=13.18km
中江川改修 L=1.20km
青木川改修 L=14.50km
出来川上流部改修
 L=4.86km
鞍坪排水路改修
 L=15.50km

事業費 約140億円 約93億円 約39億円
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低
下
、
農
業
形
態
等
の
進
展
に
伴
う
水
需
要
が
増
大
し
、

用
水
不
足
が
著
し
く
、
排
水
路
の
堰
上
げ
取
水
や
応
急
ポ

ン
プ
揚
水
に
よ
っ
て
、
用
水
を
確
保
し
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
国
営
事
業
と
し
て
基
幹
用
排
水
機

場
六
ヶ
所
と
、
基
幹
用
排
水
路
約
二
一
・
三
㎞
の
新
設
・

改
修
を
行
い
、
用
排
水
系
統
の
合
理
的
再
編
成
を
図
り
、

併
せ
て
附
帯
県
営
事
業
に
よ
り
、
末
端
用
排
水
施
設
の
改

修
、
ほ
場
整
備
が
実
施
さ
れ
た
。

4
　
改
修
時
期
を
迎
え
た
国
営
造
成
施
設

⑴
　
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性

　

本
地
区
の
農
業
水
利
施
設
は
、
国
営
事
業
の
河
南
地
区
、

定
川
地
区
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
が
、
経
年
的
な
施
設
の
劣

化
に
よ
り
、
用
排
水
機
場
に
お
い
て
建
屋
の
ひ
び
割
れ
や

ポ
ン
プ
施
設
等
の
腐
食
、
幹
線
用
水
路
に
お
い
て
、
目
地

の
欠
損
や
開
き
等
が
進
み
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
及
び

排
水
機
能
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
維
持
管
理
に

多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
降

雨
量
の
増
加
に
よ
り
地
区
内
で
湛
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
り
水
利
施
設
が
損

壊
し
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

⑵
　
事
業
計
画

　

用
排
水
機
場
の
改
修
・
統
合
新
設
及
び
幹
線
用
水
路
の

改
修
、
大
規
模
地
震
に
対
し
必
要
な
耐
震
性
を
有
し
て
い

な
い
水
利
施
設
の
補
強
・
耐
震
化
を
行
う
。
さ
ら
に
排
水

機
能
の
強
化
に
よ
り
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
。
併
せ
て
、

関
連
事
業
に
よ
り
ほ
場
の
大
区
画
化
等
ほ
場
整
備
を
実
施

し
、
営
農
の
合
理
化
、
農
業
生
産
性
の
維
持
向
上
及
び
農

業
経
営
の
安
定
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

■
用
排
水
機
場
の
諸
元

■
揚
水
機
場

•
和
渕
、
中
山
、
前
谷
地
、
小
松
の
各
揚
水
機
場
に
つ
い

て
、
ポ
ン
プ
設
備
は
、
主
ポ
ン
プ
（
イ
ン
ペ
ラ
、
主
軸
、

軸
受
等
）、
電
動
機
、
弁
（
吐
出
弁
、
逆
流
防
止
弁
）
の

改
修
、
電
気
設
備
（
受
電
盤
・
操
作
盤
等
）
の
全
面
更
新

を
行
う
。
ゲ
ー
ト
設
備
は
、
扉
体
・
戸
当
た
り
・
開
閉
装

置
の
更
新
を
行
う
。
ま
た
、
建
屋
は
屋
根
の
防
水
補
修
、

外
壁
の
ひ
び
割
れ
補
修
等
を
行
う
。

•
笈
入
揚
水
機
場
（
写
真
1
）
は
、
ポ
ン
プ
設
備
等
は
、

揚
水
機
場
と
同
様
の
改
修
・
更
新
等
を
行
う
。
除
塵
機
は
、

レ
ー
キ
ロ
ー
ラ
ー
、
ベ
ル

コ
ン
に
つ
い
て
全
面
更
新

す
る
。
ま
た
、
耐
震
照
査

結
果
を
踏
ま
え
、
土
木
施

設
（
下
部
工
）
は
壁
等
増

厚
工
法
、
上
屋
は
耐
震
補

強
壁
設
置
、
基
礎
工
は
地

盤
改
良
等
補
強
（
高
圧
噴

射
改
良
工
等
）
を
行
う
。

■
排
水
機
場

•
広
渕
沼
機
場

　

施
設
の
経
年
的
な
劣
化
、
近
年
の
降
雨
量
の
変
化
に
伴

う
排
水
量
の
増
加
に
よ
る
湛
水
被
害
軽
減
の
た
め
、
排
水

機
場
の
機
能
強
化
と
併
せ
て
、
柏
木
揚
水
機
場
と
広
渕
排

水
機
場
を
統
廃
合
し
、
広
渕
沼
機
場
（
図
4
）
を
新
設
す

る
。
土
木
構
造
物（
概
略
）

と
し
て
、
吸
水
槽（
本
体

部
二
〇
〇
㎡
、呑
口
部

一
九
〇
㎡
）、
吐
水
槽

（
七
〇
㎡
）、排
水
樋
管（
三

m
×
一
・
四
m
×
六
〇
m
）、

遊
水
池
（
九
〇
〇
㎡
）
が

計
画
検
討
さ
れ
て
い
る
。

図4　広渕沼機場（新設） 写真1　笈入揚水機場（改修・耐震化対策）

機　場　名 和渕 中山 前谷地 小松 笈入 広渕沼 中区

区　　　分 用水 用水 用水 用水 用排水 用排水 用排水

揚排水量（m3/s） 6.39 8.88 3.57 3.19 14.00 6.20 14.50

全揚程（m） 4.8 6.8 7.0 4.5 3.4 3.4 2.5 2.6 6.0 3.6 3.8 3.0

実揚程（m） 4.1 6.0 5.7 3.9 2.4 2.4 1.7 1.7 4.5 2.9 2.9 2.3

型　　　式 立軸
斜流

立軸
斜流

立軸
斜流

立軸
斜流

横軸
斜流

横軸
斜流

横軸
軸流

横軸
軸流

立軸
斜流

横軸
斜流

横軸
斜流

横軸
斜流

口径（mm）×台数 900
×4

1,000
×4

900
×2

900
×2

1,350
×2

1,000
×2

1,000
×2

800
×1

500
×1

1,500
×2

800
×1

1,000
×2

原　動　機 電動 電動 電動 電動 電動 電動 発動 電動 電動 発動 電動 発動

動力（kw）×台数 125
×4

220
×4

200
×2

120
×2

200
×2

240
×2

80
×2

55
×1

45
×1

230
×2

75
×1

90
×2

備　　　考 改修 改修 改修 改修 改修
耐震化対策

新設（柏木揚水機場と
広渕排水機場を統合）

新設（中区第一排水機場と
定川支川排水機場を統合）
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将来展望国営事業地区の

•
中
区
機
場

　

広
渕
沼
機
場
と
同
様
に
、
中
区
第
一
排
水
機
場
と
定
川

支
川
排
水
機
場
を
統
廃
合
し
、
中
区
機
場
を
新
設
す
る
。

土
木
構
造
物
（
概
略
）
と
し
て
、
吸
水
槽
（
本
体
部

三
四
〇
㎡
、
呑
口
部
二
四
〇
㎡
）、
吐
水
槽
（
一
四
〇
㎡
）、

排
水
樋
管
（
二
・
五
m
×
二
m
×
二
連
×
五
〇
m
）、
遊
水

池
（
二
、五
〇
〇
㎡
）、軟
弱
地
盤
対
策
工
（
鋼
管
パ
イ
ル
）

が
計
画
検
討
さ
れ
て
い
る
。

■
幹
線
用
水
路

　

幹
線
用
水
路
は
、
目
地
補
修
等
や
分
水
工
の
ゲ
ー
ト
更

新
を
行
う
。

■
排
水
路

　

二
間
堀
排
水
路
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
部
の
改
修
、
赤
井
堀
排

水
路
（
写
真
2
）
は
、
広
渕
沼
機
場
に
お
け
る
排
水
増
量

に
伴
い
通
水
断
面
が
不
足
す
る
た
め
、
筍
堀
排
水
路
と
交

差
す
る
区
間
ま
で

嵩
上
げ
し
、
筍
堀

排
水
路（
写
真
3
）

は
、
赤
井
堀
排
水

路
か
ら
の
排
水
と

自
流
域
の
排
水
増

量
分
の
流
下
に
必

要
な
通
水
断
面
を

確
保
す
る
た
め
、

全
面
更
新
す
る
。

■
水
管
理
施
設

　

水
管
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
中

央
管
理
所
（
親

局
）
と
主
要
な
揚

水
機
場
等
（
子

局
）
の
シ
ス
テ
ム

更
新
等
を
行
い
、

適
確
な
遠
方
監

視
と
遠
隔
操
作
体
制
を
整
備
す
る
。

5
　
早
期
改
修
を
期
待
す
る
地
元
の
声

　

河
南
二
期
地
区
の
用
排
水
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
用

排
水
機
能
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
維
持
管
理
に

多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
湛
水
被
害

の
解
消
や
大
規
模
地
震
に
備
え
た
施
設
へ
の
改
修
を
切
望

し
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
早
期
の
事
業
着
工
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

早期の改修を待ち望む地元の声

　
本
地
区
の
農
業
水
利
施
設
は
、
国
営
河
南
土
地
改
良
事

業
と
国
営
定
川
土
地
改
良
事
業
等
に
よ
り
造
成
さ
れ
、
一

級
河
川
旧
北
上
川
の
右
岸
の
水
田
約
四
、七
〇
〇
ha
に
用

水
供
給
す
る
、
石
巻
市
ほ
か
一
市
二
町
に
跨
る
地
区
で
す
。

　
し
か
し
、
造
成
後
相
当
の
年
数
が
経
過
し
老
朽
化
が
著

し
く
、
用
水
の
安
定
供
給
及
び
排
水
機
能
に
支
障
を
来
た

す
と
と
も
に
、
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
近
年
の
降
雨
量
の
増
加
と
土
地
利
用
の
変
化

等
に
よ
り
、
地
区
内
で
は
湛
水
被
害
が
生
じ
て
お
り
、
排

水
機
場
が
必
要
な
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
こ
の
施
設
が
損
壊
し
た
場
合
に

は
、
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
揚
排
水
機
場
の
改
修
及
び
統
合
、
幹
線
用

排
水
路
の
改
修
、
大
規
模
地
震
に
対
し
必
要
な
耐
震
化
対

策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
維
持

管
理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
や
、
排
水
機
能
の
強
化
に
よ

り
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
、
併
せ
て
関
連
事
業
の
ほ
場

整
備
に
よ
る
大
区
画
化
等
を
行
い
営
農
の
合
理
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

本
地
域
を
将
来
に
わ
た
っ
て
優
良
な
食
料
の
供
給
基
地
と

し
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
国
営
土
地

改
良
事
業「
河
南
二
期
地
区
」が
、
早
期
に
着
工
さ
れ
ま
す

よ
う
強
く
期
待
す
る
も
の
で
す
。

佐藤勝也 氏
河南二期地区

国営土地改良事業促進協議会
会長

写真2　赤井堀排水路（嵩上げ工）写真3　筍堀排水路（全面更新）

幹線用水路

水路名 通水量
（m3/s）

延長（km）
構　　造 備考

開渠 函渠他 計

三郡幹線用水路 6.39 3.1 1.1 4.2 コンクリート直壁型、
管水路、函渠 目地補修等

和渕幹線用水路 2.08 1.8 ─ 1.8 コンクリート直壁型 〃

笈入幹線用水路 1.6 0.1 0.7 0.8 コンクリート直壁型、
管水路 〃

矢本幹線用水路 8.88 7.3 3.3 10.6
コンクリート直壁型、
管水路、函渠、
分水工5カ所

〃

ゲート更新

排水路

水路名 通水量
（m3/s）

延長（km）
構　　造 備　考

開渠 函渠他 計

二間掘排水路 14.00 0.2 ─ 0.2 ブロック 改修

赤井堀排水路 13.40 2.5 ─ 2.5 ブロック、
ゲート1ヶ所

嵩上げ工、
ゲート設置

筍堀排水路 9.54 2.1 ─ 2.1 コンクリート直壁型 全面更新
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